
IgA腎症の代表的な症状は蛋白尿と血尿です。しかし、多くの患者では初期には自覚症状がなく、本邦では学校検尿や

健康診断で偶然発見されることが少なくありません。そのため、無症候性の顕微鏡的血尿や軽度蛋白尿で経過している

患者も多く存在します。

血尿には顕微鏡的血尿と肉眼的血尿があります。顕微鏡的血尿は最も頻度の高い所見であり、血尿を初発症状として

発症することが多く、持続的に認められることが特徴です。一方、約10～20％の患者では、感冒や扁桃炎などの上気

道感染後24～72時間以内に赤褐色あるいはコーラ色の肉眼的血尿を認めます。近年ではCOVID-19ワクチン後に肉眼的

血尿を認める症例も多数報告されています1)。この肉眼的血尿は数日以内に自然軽快することが多く、IgA腎症に特徴

的な臨床経過の一つです。

蛋白尿は糸球体障害の程度を反映する重要な指標であり、蛋白尿が多いほど将来的な腎機能低下リスクは高くなりま

す。現在のKDIGOガイドラインでは、蛋白尿を0.5  g/日未満（可能であれば0.3  g/日未満）にコントロールすることが

推奨されています2)。

近年では、蛋白尿だけでなく持続する血尿も疾患活動性を反映する重要なマーカーとして注目されています3),  4)。血尿

が持続する患者では、蛋白尿の程度にかかわらず腎機能低下リスクが高いことが報告されており、尿所見全体を経時的

に評価することが重要です。また、高度蛋白尿では浮腫、高血圧、腎機能低下などを伴うこともありますが、症状が乏

しくても病変が進行している場合があるため、定期的な尿検査と腎機能評価が必要です。
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